
伊
勢
丹
①

初
代
　
小
菅
　
丹
治

戴
調家

板
返
　
美
憲

●

「地
の
利
」
と

「営
業
の
重
点
地
域
設

定
」
で
成
功
の
基
礎
を
築
く

●
次
々
に

「
ア
イ
デ
ア
」
を
生
み
出
し
、

「広
告
」
も
打
ち
、
大
好
評
を
博
す

０
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

「流
行
」
に
敏
感
に

な

る

伊
勢
丹
浦
和
店
と

「パ
ル
コ
」
の
熾
烈
な
商
戦

さ
い
た
ま
市
内
の
開
発
は
こ
の
と
こ
ろ
、
ラ
ッ
シ

ュ
状
態
に
あ
り
、
「浦
和
」
の
名
の
つ
く
七
つ
の
Ｊ

Ｒ
駅

（浦
和
、
北
浦
和
、
南
浦
和
、
武
蔵
浦
和
、
中

浦
和
、
東
浦
和
、
西
浦
利
）
の
周
辺
で
は
、
次
々
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

浦
和
駅
西
日
改
札
を
出
て
右
手
に
は
、
ロ
ー
タ
リ

―
が
整
備
さ
れ
る
と
同
時
に
伊
勢
丹
浦
和
店
が
昭
和

五
十
六
年

（
一
九
人

一
）
四
月
オ
ー
プ
ン
し
、
す
で

に
一
（十
六
年
を
経
て
い
る
。
伊
勢
丹
浦
利
店
は
、
伊

勢
丹
の
な
か
で
も
、
好
業
績
を
Ｌ
げ
て
き
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。
西
日
正
面
に
は
、
か
つ
て
、
瓦
屋

根
の
古
い
店
舗

「常
盤
田
子
」
が
デ
ン
と
構
え
て
い

た
。
そ
の
横
手
に
は
、
駄
東
子
店
が
あ
り
、
背
後
に

は
畑
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
面
影
は
い
ま
、
跡
形

も
な
い
。
浦
和
駅
は
、
高
架
駅
へ
の
改
造
の
真
っ
最

中
で
あ
り
、
完
成
す
れ
ば
、
東
西
の
通
り
抜
け
は
、

容
易
に
な
る
。

Ｊ
Ｒ
浦
和
駅
東
日
前
の
開
発
は
、
西
日
に
比
べ
る

と
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
よ
う
や
く

旧
浦
和
市
内
二
つ
日
の
百
貨
店

「パ
ル
コ
」
（森
ト

ラ
ス
ト
系
）
が
入
る
新
し
い
ビ
ル
が
で
き
上
が
り
、

平
成
十
九
年

合
一
●
●
七
）
十
月
卜
ロ
オ
ー
プ
ン
し
、

二
つ
の
百
貨
店
を
め
ぐ
る
職
烈
な
束
西
商
戦
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

伊
勢
丹
は
三
越
と
経
営
統
合
ヘ

百
貨
店
の
既
存
店
売
上
高
が
平
成
卜
八
年

（一
本ｉ

ｔ
六
）
ま
で
十
年
連
続
で
前
年
実
績
を
割
り
込
み
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
も
加
わ
り
、
市
場
も
縮

小
し
つ
つ
あ
る
．
こ
の
た
め
、
小
売
業
界
で
は
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
百
貨
店
化
や
専
円
店
な
ど

の
台
頭
が
進
み
、
す
み
分
け
が
急
速
に
崩
れ
て
き
て

お
り
、
百
貨
店
業
界
は
、
生
き
残
り
を
賭
け
て
大
型

統
合
が
進
行
中
で
あ
り
、
業
界
を
超
え
た
大
競
争
時

代
に
入
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
百
貨
店
業
界
第
■
位
の
伊
勢

丹
は
同
年
八
川
二
十
二
日
の
取
締
役
会
で
、
平
成
一
本

十
年

（二
≡
≡
人
）
四
月
、
業
界
第
四
位
の
本一^
越
と

「持
ち
株
会
社
方
式
」
に
よ
り
経
営
統
合
す
る
こ
と

を
正
式
に
決
め
て
い
る
。
大
丸
と
松
坂
屋
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス

（Ｈ
Ｄ
）
、
阪
急
百
貨
店
と
阪
神
百
貨
店

に
続
き
、
平
成
十
九
年
で
は
二
つ
同
で
あ
る
．

二
越
は
延
宝
元
年

（
＾
六
七
三
）
に
創
業
の

「越

後
屋
」
か
ら
生
ま
れ
た
。
越
後
原
と
三
井
家
か
ら

一

文
字
ず
つ
を
と
っ
て
、
Ｔ

越^
呉
服
店
」
の
商
号
で
、

日
本
で
初
め
て
の
百
貨
店
と
し
て
明
治
〓
、十
七
年

（
一
九
●
円
）
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
こ
数
年
は
業

績
不
振
に
苦
し
み
、
平
成
卜
七
年

（二
≡
≡
五
）
に

大
阪
店
な
ど
四
カ
店
を
開
鎖
す
る
な
ど
リ
ス
ト
ラ
策

を
進
め
て
い
た
。
平
成
十
九
年

（二
≡
≡
七
）
二
月

期
連
結
決
算
の
売
ｌｉ
高
は
八
千

一
四
億
円
と
業
禎
低

迷
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
買
収
の
う
わ
さ
が
絶
え
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
伊
勢
丹
は
、
平
成
卜
九
年

（二
，
，
七
）
ど
、月
期
連
結
決
算
の
売
上
高
は
七
千

人

（
七
億
円
で
あ
る
。
健
全
な
財
務
体
質
を
保
ち
、

新
宿
本
店
は
店
舗
売
Ｌ
高
で
日
本

＾
と
も
い
わ
れ

る
。
ィ
ム越
の
経
常
陣
は
、
収
益
力
に
優
れ
て
い
る
伊

勢
丹
と
子
を
組
む
こ
と
で
経
常
の
テ
コ
入
れ
を
図
ろ

う
と
い
う
計
画
だ
。

新
統
合
会
社
は

「三
越
伊
勢
丹
Ｈ
Ｄ

（仮
称
江

と
な
る
根
様
で
、
本
社
は
二
越
店
舗
に
近
い
東
京

・

銀
座
、
取
締
役
は
双
方
か
ら

二^
人
ず
つ
出
し
、
態
勢

を
新
た
に
整
え
、
規
模
と
競
争
力
と
も
に
最
強
の
百

貨
店
を
日
指
す
構
え
で
あ
る
．

好
業
績
の
伊
勢
丹
が
経
営
の
主
導
権
を
握
る

〓
越^
は
全
国
展
開
し
て
、
と
り
わ
け
富
裕
層
に
強

み
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
伊
勢
丹
は
、、

首
都
国
に
店
舗
網
を
持
ち
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
衣
料
を

中
心
に
若
年
層
の
支
持
を
集
め
て
い
る
。
こ
の
二
つ

の
百
貨
店
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
、
相
“

に
補
完
し
合
え
ば
、
大
き
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
効

果
を
生
む
の
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
う
え
共
同
持
ち

株
会
社
を
ベ
ー
ス
に
し
た
経
常
統
合
力
に
よ
り
、
双

方
が
培

っ
て
き
た
ブ
ラ
ン
ド
カ
の
源
泉
で
も
あ
る

「
の
れ
ん
」
を
生
か
し
て
い
け
ば
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
成
果
を
得
る
こ
と
も
ウ
で
は
な
い
．

〓
（越
と
伊
勢
丹
は
、
経
営
統
合
に
よ
り
売
上
高
の

単
純
合
計
額
が

一
兆
五
千
人
ｒ
ｉ
億
円
と
な
る
．
大

丸
と
松
坂
屋
の
新
持
ち
株
会
社
で
あ
る
Ｊ

・
フ
ロ
ン

ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
を
抜
き
、
業
界
市
位
の
百
貨
店
が

誕
化
す
る
。

し
か
し
、
伊
勢
丹
は
、
「国
内
初
の
百
貨
店
」
の

伝
統
を
誇
り
、
士冗
上
高
で
Ｌ
同
る
二
越
に
配
慮
し
て
、

■
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表
面
上
は

「対
等
」
を
演
出
し
つ
つ
も
、
武
藤
信

＾
。
伊
勢
丹
社
長
が
、
株
価
や
収
益
力
な
ど
現
在
の

実
力
で
格
段
に
Ｌ
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
最
高
経
常

責
任
者

（Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
を
求
め
、
統
合
の
　
一
‐二
導
権
を
が

っ
ち
り
据
ろ
う
と
し
て
い
る
。

小
菅
丹
治
が

「伊
勢
屋
丹
治
呉
服
店
」
を
創
業

伊
勢
丹
は
、
初
代

，
小
吉
丹
治
が
明
治
十
九
年

（
十
八
八
六
）
十

一
月
ｉ
日
、
制
業
し
た

「伊
勢
煤

丹
治
呉
服
店
」
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
発
祥
の
地
は
、

東
京
市
神
田
区
旅
能
町
二
丁
Ｈ
阿
番
地
（現
東
京
都

千
代
田
区
外
神
同

一
丁
日
７ｉ
番
地
）
で
あ
る
。
創
業

当
時
の
呉
服
店
は
、
丹
治
が
実
弟
の
細
凹
半
二
郎
と

一
一人
の
店
輿
と
と
も
に
指
む
個
人
商
店
で
あ
っ
た
，

そ
の
後
、
大
に
六
年

（
一
九

一
Ｌ
）
二
月
二
十
工
日
、

小
菅
合
名
会
社
設
立
に
至
っ
て
い
る
。

小
僧
と
し
て
伊
勢
庄
呉
服
店
に
入
店
す
る

初
代

・
丹
治
は
、
安
政
六
午
（
＾
人
―こ
九
）に
相
模

円
高
座
椰
円
行
村
（現
れ
の
神
奈
川
県
昧
沢
市
洲
南

台
一ｉ
ｒ
日
）
の
農
家
、
野
渡
半
兵
術
、
イ
チ
の
１
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。
男
四
人
と
女
二
人
の
六
人
児
カ

姉
妹
で
、
四
男

・
半
二
郎
（後
に
細
田
家
養
′ｒ
）は
、

創
米
期
の
丹
治
を
助
け
、
良
き
片
腕
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
に
な
る
．

生
家
で
あ
る
野
渡
は
、
笛
裕
な
自
作
農
だ
っ
た
．

だ
が
、
長
男
以
外
の
男
′ｒ
は
、
町
の
商
家
に
本
公
に

出
る
の
が
慣
わ
し
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
丹

治
も
明
治
阿
年

（
一
人
Ｌ

一
）
、
Ｌ
京
し
て
、
湯
鳥

六
丁
Ｈ
ｌ
卜
番
地
に
あ
っ
た
伊
勢
庄
共
服
店
に
、
小

旧
と
し
て
人
店
し
た
．
教
え
十
二
歳
の
と
き
で
あ
る
．

伊
勢
庄
の
Ｌ
人

・
Ｈ
野
島
庄
兵
衛
は
、

一
代
で
身

代
を
架
い
た
努
力
の
―商
人
だ
っ
た
！
丹
治
が
本
公
し

た
明
治
四
年

（
一
人
Ｌ

一
）
か
ら
卜
九
年

（
一
人
八

六
）
に
か
け
て
、
伊
勢
に
は
、
成
長
期
に
あ
り
、
丹

治
は

「説
み
書
き
ソ
ロ
バ
ン
」
を
召
い
、
典
服
商
人

と
し
て
必
要
な
多
く
の
知
識
や
経
験
を
体
得
し
た
．

「伊
勢
叉
」
の
婿
養
子
に
迎
え
ら
れ
る

丹
治
は
、
二
■
歳
に
し
て
希
頭
に
昇
格
し
た
，
明

治
十
四
年

（
一
人
人

一
）
、
得
意
先
の

＾
つ
で
あ
っ

た
米
穀
問
屋
兼
米
尚

「伊
勢
文
」
の
Ｌ
人

・
小
甘
文

右
衛
門
に
見
込
ま
れ
、
長
女

・
辞
子
の
婿
養
子
に
迎

え
ら
れ
た
．
数
え
ュ
ト
●
歳
の
と
き
で
あ
る
。
伊
勢

文
は
、
神
岡
区
旅
能
町
ｉ
ｒ
円
十
番
地
に
あ
っ
た
．

対
治
夫
女
は
、
本
邪
区
湯
島
工
組
町
（現
千
代
田

区
湯
島
、工
Ｆ
Ｈ
）
に
新
層
を
構
え
、
通
い
希
頭
と
し

て
引
き
続
き
伊
勢
庄
に
勤
め
て
い
た
。

南
家
で
は
、
古
く
か
ら
奉
公
人
に

「
の
れ
ん
分
け
」

し
て
独
立
さ
せ
る
償
わ
し
が
あ
り
、
丹
治
も

「
の
れ

ん
分
け
」
に
よ
る
独
立
の
志
を
抱
い
て
い
た
。

「伊
勢
屋
丹
治
呉
服
店
」
を
創
業
す
る

明
治
卜
九
年

（
（
八
人
六
）
ト

ム
川
丘
Ｈ
、
伊
勢

文
か
ら
分
家
し
、
呉
服
太
物
商

「伊
勢
屋
丹
治
典
服

店
」
を
旅
能
町
１
ド
日
四
番
地
に
開
米
し
、
数
え
で

わ
ず
か
、
一卜
八
歳
に
し
て
念
願
を
呆
た
し
た
．
新
店

は
、
問
Ｈ
ｉ
問
Ｔ
本六
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
店
舗
で
、

両
脇
の
向
か
っ
て
々
に
共
服

‐歳
、
ん
に
雑
品
蔵
が
あ

っ
た
．
丹
治
は
店
荘
と
し
て
（
り
を
定
め
た
．

丹
治
は
、
実
力
の
細
円
十
一二
郎
を
引
き
取
り
、　
‐
ｌｆ

野
亀
次
郎
と
金
田
新
六
の
一
一人
の
店
真
を
一圧
い
入

れ
、
店
ｉ
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
明
っ
た
，
半
ｉ
郎

は
明
治
二
年
生
ま
れ
で
、
卜

本
歳
連
い
の
丹
治
の
後

を
通
っ
て
伊
勢
庄
に
本
公
し
て
い
た
．
■
に
仕
入
れ

と
卸
売
り
を
担
も
し
、
終
生
丹
治
を
助
け
、
店
の
成

長
に
京
献
す
る
こ
と
に
な
る
．

地
の
利
は
抜
群
だ
っ
た

店
を
構
え
た
旅
能
町
は
、中
仙
道
に
高
し
て
い
て
、

人
々
の
往
米
は
繁
く
地
の
利
は
抜
僻
だ
っ
た
．
し
か

も
、
講
武
所
花
街
が
あ
り
、
岩
物
が
必
需
品
で
あ
る

よ
妓
た
ち
が
、
１．
得
意
と
な
る
．
ま
た
、
隣
接
す
る

仕
久
問
町
に
か
け
て
、
米
穀
問
犀
、
米
殺
商
が
数
多

く
並
ん
で
い
た
，
益
家
で
あ
る

「伊
勢
文
」
の
縁
も

あ
り
、
事
実
開
業
】
初
か
ら
、
印
物
と
い
わ
れ
る
手

拭
い
、
半
催
な
ど
の
ま
と
ま
っ
た
注
文
を
受
け
る
と

い
う
院
件
に
恵
ま
れ
た
．
さ
ら
に
、
少
し
北
へ
の
ぼ

る
と
本
郷
、
小
石
川
な
ど
の

「お
煤
敷
町
」
が
あ
り
、

ニ
ー
ズ
は
、
性
宮
だ
っ
た
，
丹
治
が
、
花
柳
界
と
笑

業
界
を

「営
業
の
亜
点
地
域
」
と
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
設
定
し
て
い
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
，
こ
の

営
業
方
針
は
、
兄
事
に
ヽ
っ
た
．

「商
売
は
三
度
の
商
い
を
し
て
は
い
け
な
い
」

丹
治
ら
は
、
朝
早
く
起
床
し
、
食
事
を
済
ま
せ
る

と
障
子

一
枚
隔
て
た
店
に
出
て
、
創
業
時
か
ら

「止

札
附
懸
位
な
し
」
の
方
針
に
従
い
、
夜
遅
く
ま
で
頑

張
り
、
住
夜
を
分
か
た
ず
商

―ブ七
に
励
ん
だ
．
閉
店
後

は
、
包
装
紙
づ
く
り
で
あ
る
．
包
装
紙
は
す
べ
て
子

作
業
で
、
木
版
で
刷
り
、
両
端
に
は
占
い
大
相
帳
を

ほ
ぐ
し
た
紙
ひ
も
を
通
す
ぃ
に
札
を

一
枚
ず
つ
付
け

て
は
、
値
段
を
書
き
記
し
た
．
丹
治
は
、
「
ｌｌｉ
札
附

懸
値
な
し
」
の
方
針
を
守
り
、

「商
先
は
三
度
の
商
い
を
し
て
は
い
け
な
い
」

と
日
ぐ
せ
の
よ
う
に
、
み
ん
な
に
言
っ
て
問
か
せ
て

い
た
，　
一
日
本ヽ
掛
け
値
を
す
る
と
値
決
め
肝
け
引
き

が
始
ま
り
、
商
売
が

一
度
で
終
わ
ら
な
く
な
る
”
そ

の
分
、
無
駄
が
多
く
な
る
の
が
日
に
兄
え
て
い
た
か

ら
で
あ
る
，　
ハ
発
勝
負
を
期
し
た
の
で
あ
る
．轟畿  |

●明示30年頃の包み紙の
一部
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●伊勢屋丹治呉服店 (明治34年 )



「夜
店
」
を
開
く

丹
治
は
明
治
一
卜^

一
年

（
本
人
八
八
）
ご
ろ
、
店

政
で
の
問

″た
を
終
え
た
ク
方
Ｌ
時
ご
ろ
か
ら
卜
時
過

ぎ
ま
で
、
神
」ｌｉｌ
川
対
岸
の
柳
原
町
に
出
張
し
て

「夜

店
」
を
開
き
、
，ｒ
版
に
１１ｒｉｌ
生
、
足
利
の
木
締
や
織
物

を
並
べ
て
売
り
始
め
た
，
制
米
し
て
一１
年
円
の
こ
ろ

で
あ
る
！

Ｈ
戸
時
代
以
来
、
神
田
柳
原
上
手
か
ら
束
池
閑
町

に
か
け
て
、
占
汁
市
場
が
立
ち
、
庶
民
に
欠
か
せ
な

い
普
段
汁
を
提
供
し
て
い
た
．
明
治
卜
四
年

（
本
人

八
　
）
に
は
六
し
人
軒
も
の
店
が
並
ん
で
い
た
と
い

う
記
録
が
あ
り
、
そ
の
後
も
商
人
の
数
は
増
え
続
け

て
い
た
，

丹
治
は
、
花
柳
界
や
実
業
界
向
け
に
高
級
呉
服
の

販
路
を
拡
げ
つ
つ
、
約
二
年
も
の
問
柳
原
Ｌ
手
で
の

「夜
店
」
を
続
け
、
経
常
の
足
回
め
を
し
て
い
た
の

で
あ
る
．ユ

亨
十
土
ャキ
…
ヤ

初
め
て
新
聞
広
告
を
打
つ

丹
治
は
明
治
１
卜

、
年

（
本
人
八
八
）
ご
ろ
、
京

都
に
仕
入
れ
に
出
向
い
た
と
き
、
「小
ぎ
れ
」
を
輸

に
つ
る
し
て
売
っ
て
い
る
の
を
児
つ
け
た
「
こ
れ
を

夜
店
の
戸
枚
に
並
べ
た
と
こ
ろ
、
飛
ぶ
よ
う
に
先
れ

た
と
い
う
！

し
か
し
、
こ
れ
は
本
は
で
先
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
．
店
の
格
が
傷
つ
く
危
険
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
．

そ
の
代
わ
り
、
「小
ぎ
れ
」
を
貯
め
て
お
き
、
「寄
せ

ぎ
れ
」
を
サ
ー
ビ
ス
品
と
し
て
年
１
回
売
り
出
す
こ

と
に
決
め
、
初
め
て
新
聞
広
告
を
打
っ
た
】

「売
出
し
広
告
、
例
年
之
道
１１
川
５
Ｈ
よ
り
冬
物
北

初
仕
候
岡
順
々
敷
御
た
米
不
相
符
沢
山
御
用
向
の
科

本
願
Ｌ
候
　
神
田
明
神
ド
適
　
伊
勢
屋
よ
せ
ぎ
れ
売

出
し
仕
候
」

（明
治
Ｌ
卜
二
年
卜
用
‐
卜
八
Ｈ
付

「改
進
新
問
し

広
告
効
果
は
、
按
僻
だ
っ
た
．
「行
せ
ぎ
れ
」
は
、

評
判
を
呼
び
、
通
随
す
る
呉
服
商
仲
――――
が
続
出
し
た

と
い
う
】

ア
イ
デ
ア
が
泉
の
よ
う
に
湧
き
出
て
く
る

そ
の
気
に
な
れ
ば
、
知
恵
や
ア
イ
デ
ア
は
、
来
の

よ
う
に
河
き
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
≡
そ
の
こ
ろ
の

よ
妓
は
半
段
、
小
殺
を
持
て
い
た
，
そ
こ
で
丹
治
は
、

小
紋
の
染
を
織
物
で
販

′た
す
る
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ

き
、
桐
生
の
機
座
に
織
ら
せ
、
大
成
功
を
博
し
て
い

一ヤ″一（一一”）　　．！．さ
ら
に
、
一果
地
と
浴
大
地
に
も
古
Ｈ
し
た
．
呉
服

業
界
で
は
、
一業
地
は

「紙
幣
で
お
く
と
同
じ
」
と
古

わ
れ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
流
行
に
な
存
さ
れ
る
こ

と
が
な
く
、
ニ
ー
ズ
が
安
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
，

丹
治
は
、
特
製
某
地
に
１１
人
を
凝
ら
し
て
売
り
出
し

て
み
た
口
す
る
と
、
顧
作
の
評
判
は
Ｌ
々
で
、
各
地

に
押
売
り
す
る
ほ
ど
飛
ぶ
よ
う
に
北
れ
た
，
浴
大
地

も

「あ
さ
ひ
染
」
と
命
名
し
て
北
り
出
す
と
、
こ
れ

も
ま
た
大
】
た
り
し
、
関
西
地
方
か
ら
、
中
‐―モ‐
地
方

を
経
て
、
九
州
方
面
に
ま
で
取
引
化
が
伸
び
て
行
っ

た
．

丹
治
は
流
行
に
も
敏
感
だ
っ
た

呉
服
は
も
と
よ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

一
翼
を
担

う
商
品
で
あ
る
一
流
行
廃
り
の
波
を
兄
極
め
つ
つ
、

商
機
を
つ
か
ま
な
け
れ
ば
、
成
功
は
勝
ち
取
れ
な
い
．

流
行
に
宋
れ
れ
ば
勝
ち
、
乗
れ
な
け
れ
ば
角
（け
る
と

ち百
っ
て
も
過
古
で
は
な
い
．
そ
れ
で
い
て
、
「
た
り

外
れ
も
あ
る
，

太
服
の
流
行
は
、
社
会
体
制
に
関
わ
ら
ず
、
い
つ

の
時
代
に
も
生
起
す
る
．
封
建
体
制
の
よ
戸
時
代
で

も
、
県
服
の
流
行
暁
り
は
あ
っ
た
！
文
明
開
化
の
明

治
時
代
に
入
り
、
欧
米
か
ら
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

が
な
だ
れ
込
ん
で
き
た
，
け
れ
ど
も
、
日
本
人
の
共

服
に
対
す
る
エ
ー
ズ
は
、求
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
．

明
治
ｉ
昨
年
代
後
半
か
ら
、
‐
五
撤
で
表
一災
に
同
じ

模
様
が
現
わ
れ
る
よ
う
な
瓜
道
（ジ
ャ
ガ
ー
ド
織
）と

い
わ
れ
る
撤
物
が
出
始
め
、
明
治
ｉ
卜
年
代
に
入
る

と
、
紋
織
瓜
通
、
風
道
大
島
は
、
大
流
行
の
勢
い
を

示
し
、　
一
世
を
風
呼
し
た
，

丹
治
は
、
流
行
に
も
彼
感
だ
っ
た
．
明
治
二
十
二

年
ご
ろ
、
紋
織
風
通
、
瓜
道
大
島
の
色
や
柏
、
風
谷

に
に
大
を
加
え
、
巨
接
、
桐
生
の
機
席
に
織
ら
せ
販

売
し
た
．
品
質
が
良
く
、
価
格
も
手
ご
ろ
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
顧
作
の
反
応
は
好
評
で
、
今
度
も
関
西

以
内
の
地
域
に
も
卸
売
り
し
た
，
そ
こ
で
、
桐
生
の

ほ
か
足
利
、
作
野
、
館
林
作
の
機
米
地
を
は
じ
め
束

京
市
内
に
も
中
属
の
１１
場
を
設
け
、
御
打
、
結
城
、

柿
節
搬
、
九
町
柿
な
ど
も
柏

・
色
を
精
示
し
て
織
ら

せ
た
と
い
う
，

と
り
わ
け
東
京
特
産
楠
柿
は
、
さ
つ
ま
縮
、
高
柿

柿
、
茂
た
に
行
（
ハ
反
　
円
九
卜
■
鉄
）
、
舛
子
柿

（
＾
反
１
円
ｉ
卜
鉄
）
、
楠
公
Ｌ
行
な
ど
を
売
出
し
、

柄
も
地
風
も
町
新
だ

っ
た
の
が
好
評
で
よ
く
売
れ

た
．
な
か
で
も
、
内
郷
降
盛
の
釧
像
の
商
標
で
売
り

出
し
た

「さ
つ
ま
縮
」
（
＾
反

＾
円
八
卜
鉄
）は
、
飛

ぶ
よ
う
に
先
れ
た
と
い
う
ｔ
丹
治
の
ア
イ
デ
ア
は
、

尽
き
る
こ
と
な
く
、
教
々
の
制
意
工
大
を
重
ね
、
伊

勢
鷹
丹
治
県
服
店
の
基
礎
を
回
め
に
役
立
て
た
，

（
つ
、つ
て
、）

板
垣
　
英
憲

（い
た
が
き
こ
え
い
け
ん
）
略
歴

●家憲三綱五則

軌

呵蜘『簿
を

お靱鸞　鞠槌都齢翻噂鋼離輔離

東
京
本
社
に
入
社
、
社
会
部
、
浦
和
支
局
、
政
治

部
　
経
済
部
に
配
属
。
福
日
首
相
、
大
平
首
相
番
記

者
、
通
産
省
、
東
京
証
券
取
引
所
な
ど
を
担
当
。
昭

和
六
〇
年
六
月
、
評
論
家
と
し
て
独
立
。
著
書
は

「
孫
の
三
乗
の
法
則
―
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
孫
正
義
の
成

功
哲
学
」
（株
式
会
社
サ
ン
ガ
刊
）
な
ど
現
在

一
一

二
冊
を
数
え
、
年
間
講
演
□
数
は
二
①
①
□
に
及
ぶ
。

□


